
─ 道央圏連絡道路泉郷工事埋蔵文化財発掘調査報告書 ─

平成29年度

公益財団法人　北海道埋蔵文化財センター

トプシナイ2遺跡
イカベツ2遺跡

千 歳 市



石製品には、平玉 5 点、軽石製品 1 点がある。平玉の石材は、 4 点が緑泥石岩製（ 2 ～ 5 ）、 1 点
がタルク-緑泥石岩製（ 6 ）と鑑定された。軽石製品（18）は、円盤状の製品の破片かもしれない。

この他、平成26年度に回収した彫器（H26-10）、彫器削片（H26-11）も暁式期のものであろう。
縄文時代後期後葉の玉類について　

P-11・19及びT66区Ⅰ層から、縄文時代後期後葉の玉類が出土した（56～73）。石材はⅥ章 7 で述
べられているように、P-11に褐鉄鉱-石英岩（60）が 1 点あったが、それ以外は全てヒスイと鑑定さ
れた。ヒスイの色は、緑色部分が半分以上を占めるもの（56～58・61・62・64～68・70・72・73）と、
緑色部分が少ないもの（59・63・69・71）があり、前者には半透明のもの（61・62・65）も見られる。
褐鉄鉱-石英岩のもの（60）は、表面の約半分が点々と剝落しているが、残存部分は暗緑灰色、剝落
部分は橙色である。

P-11から出土した玉（56～71）は、完形品14点、破片 4 点である（69～71は土壌の水洗選別で回収）。
破片は 4 点中 2 点が接合し（70）、残り 2 点は同一個体（うち 1 点を71に図示）であることから、玉
の個数としては16点（ヒスイは15点）である。玉は67を除き直径1.0㎝未満の円形で、厚さが直径の
6 ～ 8 割程度の数値であることから、小玉に分類される（鈴木2013）。ただし、65の平面は隅丸方形
にも近い。なお、67は長径1.1㎝を測る楕円形であるが、厚さは他の玉と変わらないので、便宜的に
小玉と呼称した。

いずれの小玉も主に片面（実測図正面）から穿孔されたとみられ、形態は碗状を呈する。孔の平
面形を見ると、正面は概ね正円であるのに対し、裏面は孔の縁に凸凹や角があるもの（56～61・64・
66）とないもの（62・65・68・69）があり、後者は裏面からの補足的な穿孔または孔の整形によって、
孔の縁の凸凹や角が除かれた可能性がある。特に65・68は裏面の孔が正円で、周縁が非常になめらか
であることからその可能性が高い。この他、56は裏面の孔周縁が明瞭に凹んでいる。凹みの大部分は
なめらかになってはいるが、元々は孔の貫通時に生じた剝離痕であるかもしれない。

P-11付近のⅠ層から得られた小玉（72）は、平面が不整な円形で、側縁が「く」字状に張り出す
部分がある。孔径は中央付近で最も狭く、両面から穿孔されたことが明らかである。

P-19からは平面が半月状の垂飾（73）が 1 点出土した。穿孔は片面（実測図正面）から行われて
いるが、孔の断面が裏面付近でわずかにすぼまり、裏面の孔周縁には剝離痕が見られる。正面の孔が
正円であるのに対し、裏面の孔が略円形であることを考え合わせると、孔の貫通時に裏面の周縁部が
剝離した可能性がある。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

トプシナイ 2 遺跡 遺物包含地

縄文時代
続縄文時代
擦文文化期
アイヌ文化期

住居跡 3 軒
土坑・土坑墓24基
焼土16か所
礫集中17か所
剝片集中11か所
土器集中21か所
炭化物集中 1 か所
Tピット 1 基

･土器
･石器
･石製品
･金属製品

川岸に営まれた遺跡

イカベツ 2 遺跡 遺物包含地
縄文時代
続縄文時代
擦文文化期

住居跡13軒
土坑・土坑墓83基
焼土12か所
遺物集中 1 か所
剝片集中 1 か所
土器集中 2 か所
杭列 3 か所
Tピット 1 基
小土坑 2 基

･土器
･石器
･石製品
･ガラス製品
･金属製品

早期暁式期の住居群
と後期後葉（周堤墓
並行期）の土坑墓群

要約

　トプシナイ 2 遺跡はトビスナイ川左岸、河岸段丘の斜面～低位部、標高20～22mに位
置する。遺跡は縄文時代前期前半・後期後葉が主要な時期である。

　イカベツ 2 遺跡はトビスナイ川左岸源頭部、段丘の頂部～斜面部、標高32～35mに位
置する。遺跡は縄文時代早期中葉・後期後葉が遺構の主要な時期である。

報 告 書 抄 録

報告書抄録



（公財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書　第348集

千歳市　トプシナイ2遺跡・イカベツ2遺跡
─ 道央圏連絡道路泉郷工事埋蔵文化財発掘調査報告書 ─

発　　行　平成30年 3 月29日
編　　集　公益財団法人　北海道埋蔵文化財センター
　　　　　〒069－0832　江別市西野幌685番地1
　　　　　TEL（011）386－3231　　FAX（011）386－3238
　　　　　E-mail　mail@domaibun.or.jp
　　　　　ホームページ　http://www.domaibun.or.jp
印　　刷　株式会社　中央広版社




	口絵
	例　言
	記号等の説明
	目次
	Ⅰ　緒言
	1　調査要項
	2　調査にいたる経緯
	3　調査の経過

	Ⅱ　調査の方法
	1　グリッドの設定
	2　掘削など
	3　測量と記録
	4　資料整理
	5　保管
	6　遺物の分類

	Ⅲ　遺跡の環境
	1　位置
	2　地形など
	3　周辺の遺跡（図Ⅲ-4）
	4　地層

	Ⅳ　トプシナイ2遺跡
	1　遺　構
	（1）概要
	（2）Ⅴ層の遺構
	a　竪穴住居跡
	b　土坑
	c　Tピット
	d　土器集中
	e　剝片集中
	f　礫集中

	（3）Ⅲ層の遺構
	a　土坑
	b　焼土
	c　土器集中
	d　礫集中
	e　炭化物集中


	2　遺　物
	（1）概要
	（2）土器
	（3）石器等
	（4）金属製品


	Ⅴ　イカベツ2遺跡
	1　平成26年度遺物回収
	（1）回収作業
	（2）遺物　
	a．概要
	b．土器（図Ⅴ-2～5）
	c　石器等


	2　遺　構
	（1）概　要
	（2）竪穴住居跡（上場長軸×短軸／下場長軸×短軸／深さ）　
	（3）土坑・土坑墓（上場長軸×短軸／下場長軸×短軸／深さ）
	（4）土器囲い炉・焼土（長軸×短軸／深さ）
	（5）遺物集中（長軸×短軸）
	（6）土器集中（長軸×短軸）　
	（7）剝片集中（長軸×短軸）
	（8）杭列　
	（1）概要
	（2）土器
	（3）石器等


	Ⅵ　自然科学的分析
	1　トプシナイ2遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）（1）
	2　トプシナイ2遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）（2）
	3　トプシナイ2遺跡出土黒曜石製石器の産地推定
	4　トプシナイ2遺跡出土石製品の岩石学的分析
	5　イカベツ2遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）
	6　イカベツ2遺跡出土黒曜石製石器の産地推定
	7　イカベツ2遺跡出土石製品の岩石学的分析
	8　イカベツ2遺跡出土土器の残存有機物分析
	9　イカベツ2遺跡出土ガラス玉の材質分析

	Ⅶ　総括
	1　トプシナイ2遺跡
	2　イカベツ2遺跡

	Ⅲ　遺跡の環境
	図Ⅲ‐１　遺跡の位置（１）
	図Ⅲ‐２　遺跡の位置（２）
	図Ⅲ‐３　古絵図
	図Ⅲ‐４　周辺の遺跡
	図Ⅲ‐５　土層柱状模式
	図Ⅲ-6　トプシナイ2遺跡メインセクション（1）
	図Ⅲ-7　トプシナイ2遺跡メインセクション（2）　
	図Ⅲ-8�　トプシナイ2遺跡メインセクション（3）・イカベツ2遺跡メインセクション

	Ⅳ　トプシナイ2遺跡
	図Ⅳ-1　遺構位置図
	図Ⅳ-2　ⅤH-1
	図Ⅳ-3　ⅤH-2（1）
	図Ⅳ-4　ⅤH-2（2）
	図Ⅳ-5　ⅤH-3
	図Ⅳ-6　ⅤP-1～4
	図Ⅳ-7　ⅤP-5～8
	図Ⅳ-8　ⅤP-9～13
	図Ⅳ-9　ⅤP-14～16
	図Ⅳ-10　ⅤP-17～22
	図Ⅳ-11　ⅤP-23、ⅤTP-1
	図Ⅳ-12　ⅤPC-1
	図Ⅳ-13　ⅤPC-2～5
	図Ⅳ-14　ⅤPC-6～8
	図Ⅳ-15　ⅤPC-9・10
	図Ⅳ-16　ⅤFC-1～5
	図Ⅳ-17　ⅤFC-6～11
	図Ⅳ-18　ⅤSC-1・2
	図Ⅳ-19　ⅤSC-3
	図Ⅳ-20　ⅤSC-4～6
	図Ⅳ-21　ⅢP-1・ⅢF-1～3
	図Ⅳ-22　ⅢF-4～8
	図Ⅳ-23　ⅢF-9～16
	図Ⅳ-24　ⅢPC-1・2
	図Ⅳ-25　ⅢPC-3～5
	図Ⅳ-26　ⅢPC-6～9
	図Ⅳ-27　ⅢPC-10・11
	図Ⅳ-28　ⅢSC-1～5
	図Ⅳ-29　ⅢSC-6～8
	図Ⅳ-30　ⅢSC-9～11
	図Ⅳ-31　ⅢCB-1
	図Ⅳ-32　遺構の土器（1）
	図Ⅳ-33　遺構の土器（2）
	図Ⅳ-34　遺構の土器（3）
	図Ⅳ-35　遺構の土器（4）
	図Ⅳ-36　遺構の土器（5）
	図Ⅳ-37　遺構の土器（6）
	図Ⅳ-38　遺構の土器（7）
	図Ⅳ-39　遺構の土器（8）
	図Ⅳ-40　遺構の土器（9）
	図Ⅳ-41　包含層の土器（1）
	図Ⅳ-42　包含層の土器（2）
	図Ⅳ-43　包含層の土器（3）
	図Ⅳ-44　包含層の土器（4）
	図Ⅳ-45　包含層の土器（5）
	図Ⅳ-46　包含層の土器（6）
	図Ⅳ-47　包含層の土器（7）
	図Ⅳ-48　包含層の土器（8）
	図Ⅳ-49　包含層の土器（9）
	図Ⅳ-50　包含層の土器（10）
	図Ⅳ-51　包含層の土器（11）
	図Ⅳ-52　包含層の土器（12）
	図Ⅳ-53　包含層の土器（13）
	図Ⅳ-54　包含層の土器（14）
	図Ⅳ-55　包含層の土器（15）
	図Ⅳ-56　包含層の土器（16）
	図Ⅳ-57　包含層の土器（17）
	図Ⅳ-58　包含層の土器（18）
	図Ⅳ-59　包含層の土器（19）・土製品
	図Ⅳ-60　土器等の分布（1）
	図Ⅳ-61　土器等の分布（2）
	図Ⅳ-62　土器等の分布（3）
	図Ⅳ-63　土器等の分布（4）
	図Ⅳ-64　土器等の分布（5）
	図Ⅳ-65　土器等の分布（6）
	図Ⅳ-66　遺構の石器（1）
	図Ⅳ-67　遺構の石器（2）
	図Ⅳ-68　遺構の石器（3）
	図Ⅳ-69　遺構の石器（4）
	図Ⅳ-70　遺構の石器（5）
	図Ⅳ-71　遺構の石器（6）
	図Ⅳ-72　遺構の石器（7）
	図Ⅳ-73　包含層の石器（1）
	図Ⅳ-74　包含層の石器（2）　
	図Ⅳ-75　包含層の石器（3）
	図Ⅳ-76　包含層の石器（4）
	図Ⅳ-77　包含層の石器（5）
	図Ⅳ-78　包含層の石器（6）
	図Ⅳ-79　包含層の石器（7）
	図Ⅳ-80　包含層の石器（8）
	図Ⅳ-81　包含層の石器（9）
	図Ⅳ-82　包含層の石器（10）
	図Ⅳ-83　包含層の石器（11）
	図Ⅳ-84　包含層の石製品
	図Ⅳ-85　石器等の分布（1）
	図Ⅳ-86　石器等の分布（2）　
	図Ⅳ-87　石器等の分布（3）
	図Ⅳ-88　石器等の分布（4）
	図Ⅳ-89　石器等の分布（5）
	図Ⅳ-90　石器等の分布（6）
	図Ⅳ-91　石器等の分布（7）
	図Ⅳ-92　石器等の分布（8）
	図Ⅳ-93　石器等の分布（9）
	図Ⅳ-94　石器等の分布（10）
	図Ⅳ-95　石器等の分布（11）
	図Ⅳ-96　鉄製品

	Ⅴ　イカベツ2遺跡
	図Ⅴ‐１ イカベツ2遺跡遺物採集区
	図Ⅴ-2　回収土器（1）
	図Ⅴ-3　回収土器（2）
	図Ⅴ-4　回収土器（3）
	図Ⅴ-5　回収土器（4）
	図Ⅴ-6　回収石器（1）
	図Ⅴ-7　回収石器（2）・石製品
	図Ⅴ-8　遺構位置図
	図Ⅴ-9　H-1（1）
	図Ⅴ-10　H-1（2）
	図Ⅴ-11　H-2・3
	図Ⅴ-12　H-4（1）
	図Ⅴ-13　H-4（2）
	図Ⅴ-14　H-5（1）
	図Ⅴ-15　H-5（2）
	図Ⅴ-16　H-6
	図Ⅴ-17　H-7（1）
	図Ⅴ-18　H-7（2）
	図Ⅴ-19　H-8
	図Ⅴ-20　H-9（1）
	図Ⅴ-21　H-9（2）
	図Ⅴ-22　H-10（1）
	図Ⅴ-23　H-10（2）
	図Ⅴ-24　H-11（1）
	図Ⅴ-25　H-11（2）
	図Ⅴ-26　H-12（1）
	図Ⅴ-27　H-12（2）
	図Ⅴ-28　H-13（1）
	図Ⅴ-29　H-13（2）
	図Ⅴ-30　P-1～3
	図Ⅴ-31　P-4～7
	図Ⅴ-32　P-8～10
	図Ⅴ-33　P-11
	図Ⅴ-34　P-12・13
	図Ⅴ-35　P-14・15
	図Ⅴ-36　P-16～18
	図Ⅴ-37　P-19～21
	図Ⅴ-38　P-22～24
	図Ⅴ-39　P-25～27
	図Ⅴ-40　P-28～30
	図Ⅴ-41　P-31・32
	図Ⅴ-42　P-33～35
	図Ⅴ-43　P-36～38
	図Ⅴ-44　P-39～41
	図Ⅴ-45　P-42～44
	図Ⅴ-46　P-45～48
	図Ⅴ-47　P-49～51
	図Ⅴ-48　P-52～55
	図Ⅴ-49　P-56～60
	図Ⅴ-50　P-61～63
	図Ⅴ-51　P-64～67
	図Ⅴ-52　P-68～70
	図Ⅴ-53　P-71～73
	図Ⅴ-54　P-74～76
	図Ⅴ-55　P-77～79
	図Ⅴ-56　P-80・81
	図Ⅴ-57　P-82・83、SP-1・2
	図Ⅴ-58　TP-1
	図Ⅴ-59　F-1・2
	図Ⅴ-60　F-3～5
	図Ⅴ-61　F-6～9
	図Ⅴ-62　F-10～12、遺物集中1
	図Ⅴ-63　土器集中1・2、剝片集中1
	図Ⅴ-64　杭列A・B・C（1）
	図Ⅴ-65　杭列A・B・C（2）
	図Ⅴ-66　杭列A・B・C（3）
	図Ⅴ-67　杭列A・B・C（4）
	図Ⅴ-68　遺構の土器（1）
	図Ⅴ-69　遺構の土器（2）
	図Ⅴ-70　遺構の土器（3）
	図Ⅴ-71　遺構の土器（4）
	図Ⅴ-72　遺構の土器（5）
	図Ⅴ-73　遺構の土器（6）
	図Ⅴ-74　遺構の土器（7）
	図Ⅴ-75　遺構の土器（8）
	図Ⅴ-76　遺構の土器（9）
	図Ⅴ-77　遺構の土器（10）
	図Ⅴ-78　遺構の土器（11）
	図Ⅴ-79　遺構の土器（12）
	図Ⅴ-80　遺構の土器（13）
	図Ⅴ-81　遺構の土器（14）
	図Ⅴ-82　遺構の土器（15）
	図Ⅴ-83　包含層の土器（1）
	図Ⅴ-84　包含層の土器（2）
	図Ⅴ-85　包含層の土器（3）
	図Ⅴ-86　包含層の土器（4）
	図Ⅴ-87　包含層の土器（5）
	図Ⅴ-88　包含層の土器（6）
	図Ⅴ-89　包含層の土器（7）
	図Ⅴ-90　土器の分布（1）
	図Ⅴ-91　土器の分布（2）
	図Ⅴ-92　土器の分布（3）
	図Ⅴ-93　土器の分布（4）　
	図Ⅴ-94　土器の分布（5）・土製品の分布
	図Ⅴ-95　遺構の石器（1）
	図Ⅴ-96　遺構の石器（2）
	図Ⅴ-97　遺構の石器（3）
	図Ⅴ-98　遺構の石器（4）
	図Ⅴ-99　遺構の石器（5）
	図Ⅴ-100　遺構の石器（6）・包含層の石器（1）
	図Ⅴ-101　包含層の石器（2）
	図Ⅴ-102　包含層の石器（3）　
	図Ⅴ-103　包含層の石器（4）・石製品等
	図Ⅴ-104　石器等の分布（1）
	図Ⅴ-105　石器等の分布（2）
	図Ⅴ-106　石器等の分布（3）
	図Ⅴ-107　石器等の分布（4）
	図Ⅴ-108　石器等の分布（5）

	Ⅳ　トプシナイ2遺跡
	表Ⅳ‐１　遺構一覧
	表Ⅳ‐２　水洗選別回収遺物集計
	表Ⅳ‐３　土壌フローテーション成果一覧
	表Ⅳ‐４　遺構掲載土器一覧
	表Ⅳ‐５　遺構出土土器・土製品集計
	表Ⅳ‐６　包含層掲載土器等一覧
	表Ⅳ‐７　包含層等出土土器・土製品集計
	表Ⅳ‐８　遺構掲載石器一覧
	表Ⅳ‐９　遺構出土石器等集計
	表Ⅳ‐10　包含層掲載石器等一覧
	表Ⅳ‐11　包含層等出土石器等集計
	表Ⅳ‐12　金属製品一覧

	Ⅴ　イカベツ2遺跡
	表Ⅴ‐１　回収土器・土製品集計
	表Ⅴ‐２　掲載回収土器一覧
	表Ⅴ‐３　掲載回収石器等一覧
	表Ⅴ‐４　回収石器等集計
	表Ⅴ‐５　遺構一覧
	表Ⅴ‐６　土壌フローテーション成果一覧
	表Ⅴ‐７　遺構出土土器集計
	表Ⅴ‐８　包含層出土土器・土製品集計
	表Ⅴ‐９　遺構出土掲載土器一覧
	表Ⅴ‐10　包含層掲載土器・土製品一覧
	表Ⅴ‐11　遺構出土石器等集計
	表Ⅴ‐12　包含層等出土石器等集計
	表Ⅴ‐13　掲載石器等一覧

	写真図版
	報告書抄録

